
2023 年 6 月 21 日 

令和 4 年度（2022 年度）課程修了者の日本語能力習得状況並びに改善策について 

 

 令和 4 年度（2022 年度）の課程修了者の日本語能力習得状況並びに状況改善策についてご報告いたし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 原因 

１）JLPT に合格したものの、証書の提出がなされなかったため 

２）中級レベルで N2 合格は難しいと思われたが、本人の強い希望で N2 に挑戦し、 

不合格の学生が複数名いたため 

３）初級レベルで入学し、6 か月のみ在籍の非漢字圏の学生が多かったため 

 改善策 

  １）初級後半レベルになったら、TOPJ テスト CEFR A2 レベルに合格するまで 

受験必須と変更。 

  ２）初級レベルでの入学の学生は全員 9 か月以上在籍必須と変更。 


